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1. はじめに 

 今日，書家による書が雑誌や広告の題字として表紙を飾る

事も珍しくなく，そのデザインが紙以外の媒体に取り入れら

れる事も多い．字本来の形に囚われずに新しいデザインとし

て表現するもの，アルファベットを組み合わせる事で漢字の

ように表現するものなど新しい表現も見られる．しかし，書

をデザインとして取り入れる事は容易な事ではない．ある書

の力強さや擦れ具合がとても気に入っていても，そのような

線を再現することは難しい．本稿は，書を一筆ごとにサンプ

リングして加工・出力するインタフェースを提案し，書道に

おける新しい表現手法の可能性を考察するものである． 

 ペイントソフトの中でも筆を用いた描画については様々な

角度から研究されている．DAB[1]や味ペン[2]は筆を使って描

画している感覚を疑似体験できるようにしたものであり，リ

アルな操作性を研究している．Nelson S.H. Chuらは高度なシ

ミュレーションにより筆先の形状や墨の流れを表現し，極め

てリアリティの高い描画表現を可能にした[3][4]．また，既存

の描画表現とは異なる新手法を提案したものもある．Ryokai

らによるI/O Brush[5]はペイントソフトにカメラを取り入れる

事により，入力画像をインクとして使うという今までにない

表現を開拓した．I/O Brushは動画の取り込みにも対応して描

画に動きを与える事にも成功しており，新しい表現の幅を広

げたといっても過言ではない．またSequential Graphics[6]も一

筆ごとの動きをそのまま作品に取り入れる事によって，躍動

感のある作品制作を可能としている． 

  

2. システム 

 本稿での提案システムは，電子楽器であるサンプラーのメ

タファーを母体として設計されている．サンプラーは，録音

された音波形を元にした自由な音作りを可能にし，20 世紀後

半の音楽表現に大きな影響を与えた．既存楽曲から印象的な

音をサンプリングして，その音源を用いて全く異なる楽曲を

作ると，その楽曲は原曲のエッセンスを受け継ぎながらも，

文脈や意味は全く新しい価値を持つものとなる． 

システムではまず，モデルとする書をマウスポインタでな

ぞってスキャンする事によりサンプリングを行う．スキャニ

ング後，描画画面でドラッグ操作を行うことでスキャニング

した画像を再出力することができる．また，取得したサンプ

ルは，エンベロープ・ジェネレーターとミキサーによって変

形及び合成を行うことができる．以下，その機能とプロセス

について述べる． 

 

2.1 サンプリング 

 まずサンプリングした書の画像を用意してシステムに読み

込み，描画したい個所をマウスポインタでなぞってスキャニ

ングする．スキャンラインはマウスポインタの座標を中心と

し，進行方向に対して垂直を維持するように，マウスポイン

タの軌跡から求めた移動方向に応じて回転させる（図１）．サ

ンプリングした画像は，角度を 0 度にリセットした状態（ま

っすぐに伸ばされた状態）で格納していく． 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 サンプリング時のスキャンライン 

 

2.2 出力 

 このモードでは描画画面でドラッグする事によりサンプリ

ングした画像を出力できる．サンプリング時に角度をリセッ

トしてあるが，出力時はマウスポインタの進行方向に応じて

回転させてから出力する．これにより直線を曲線として描画

したり，逆に曲線を直線として描画する事が可能となってい

る．なおサンプリング時よりも出力時のストロークが短い時

はサンプリングした線の全体像を損なわないようにデータを

圧縮して出力している． 

 出力はスキャンラインと同型の一次元の線群であるため，

曲線だとその線群が離散してしまう（図 2 左）．この為，出力

線群同士の間を補間する必要が出てくる．補間は中心点を結

ぶ直線を求め，その直線上に先に出力した方の画像を並べて

いく事により行う．並べる際，先のサンプルの角度と後のサ



ンプルの角度へなめらかにシフトするように回転して出力し

ている（図 2 右）． 

 

 
 

図２ 補間アルゴリズム 

（左：補間前 右：補間後） 

 

2.3 エンベロープ・ジェネレーター 

 エンベロープ・ジェネレーターは時間的変化の制御を行う

機構であり，電子楽器ではシンセサイザーやサンプラーに搭

載されている．音の立ち上がりから減衰までのダイナミクス

の変化をコントロールするものである．本システムでは同じ

メタファーを用いたインタフェースデザインにより，サンプ

リング画像の時間的変化（墨の時間的変化）を制御する機能

を実装している．これにより「一度描画した字のかすれてい

る部分をもう少し長くする」事も可能にしている． 

 視覚化手法としては，サンプリングした画像の全画素から

輝度値を求め，グラフとして出力する事によりエンベロープ

を作る（図 3）．輝度値の低い個所は黒く多く墨を含んだ部分

であり，輝度値が高い個所はかすれている部分とみなすこと

ができ，グラフから濃淡の時間的変化を見ることができる．

このエンベロープのグラフをマウス操作により伸縮して修正

する事が可能であり，描画済みの画像もこの変化に合わせて

変化する． 

 
図 3 エンベロープ・ジェネレーターと対応する出力 

 

2.4 ミキサー 

 ミキサーでは，サンプリングした画像群と任意の画像の画

素値を，自由な割合で足し合わせる事ができる．効果的な足

し合わせを行うことで，墨を多く含んだ箇所にかすれや筆割

れのような効果を与えたりと，様々な表現が可能となる． 

 また，ランダムドットによるノイズと混合したり，書道に

おける線とは異なる線，たとえば明朝体フォントの線と合成

したりすることもでき，筆による書道表現では実現できない

線のデザインが行える．前掲の I/O Brush では，身の回りの実

物体を撮影した画像を素材として用いることが可能であった

が，本システムにおいても同様に身の回りの物体の写真を「な

ぞって」線として取得し，それらを合成して摩訶不思議なア

ート作品を制作することもできる． 

 

3  まとめと展望 

 本来，書道表現においては筆の挙動が予測できないのに対

し，本システムは，レファレンスとしたい書の画像さえあれ

ばかなり意図通りの表現を実現している．操作も簡単であり，

誰でも容易に扱う事ができる．書をサンプリングし再描画・

加工するという手段は伝統的な技法と大きく異なるアプロー

チではあるが，これは決して伝統的な書道を否定するもので

はなく，むしろそれらの書の一画一画を観察する学習効果に

つながるものであると考えている． 

 今後は文字の交差している箇所のサンプリング方法や，描

画時の文字の切り返しの表現に課題を改善していく予定であ

る．さらに，フィルターやアンプリファイアー，LFOの概念

を取り入れて，「書道シンセサイザー」に拡張していく計画で

ある．ハードウェアについてもシンセサイザーと同様のイン

タフェースを取り入れ，つまみやスライダーによってパラメ

ータを調整してデザインを行う書道を提案していきたい． 
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